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２０１９年度活動
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AI開発、及び、実行環境がどのようなものであるべきかの共通認識・理解、啓蒙活動

AI開発、及び、実行環境に必要な機能の割り出し・要件の整理

データを中心とした情報活用に必要なシステムとはどうあるべきか
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競争力を得るためのAI開発・運用環境
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元データをAI学習が可能な状
態に加工し分析者に提供

機械学習アルゴリズムを使用したデータ分析（学
習）の実施、および学習済みモデルの作成

推論エンジンと疎結合する
アプリケーション・サービス開発

コンテナプール

学習環境
デプロイ

学習Job
実行 推論

オンプレミス CPU/GPU

Data Lake

クラウド CPU/GPU

マルチクラウド

Compute Resource Pool

コンテナ
管理

AIアプリ開発環境

Repository

AIデータ加工環境 AI分析／学習環境

Data Cleansing &
Data Blending

Annotation &
Augmentation

データ加工 AI学習／データ分析 AIアプリ開発

AI学習イメージ管理

バージョン管理

GPUリソース管理

コンテナ管理

CIパイプライン

デバイスデリバリー

AI実行
デバイス

データ基盤／AI学習基盤／AI開発基盤、推論実行までのAIプラットフォームの設計・構築者

Platform Engineer

高速アクセス自
動
階
層
化

アーカイブ

モデルデータ・評価・ウェイト

Management
Data

Data
Mart

AIが実運用段階に移行するとAI DevOpsが必要になる ※AI DevOps：AIの開発及び運用環境
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AI DevOps要求仕様書 作成

4

統合化されたAI開発・運用基盤の'要件’

困りごと・課題
サイロ化した環境
開発標準がない
開発までのリードタイムが長い

等

インプット

アウトプット

• コード管理
• 機能・サービス
• 開発標準(ルール)

機能要件

会社の方針
AI開発者の増員
レベルを問わず使用できる環境
セキュリティー

等

• 開発環境の可用性・耐障害性
• リソース
• 管理
• 連携
• セキュリティ

開発者、管理者の要望
自由、すぐに利用できる環境
手が掛からない環境
課金管理をしたい(利用ログ)

等

非機能要件

ユーザがこれを決めるための要求仕様のサンプルが必要
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AI開発・実行サイクルにおける各フェーズでの要件整理
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①
ソース
データ
管理

③
データ
前処理

④
AI学習・

推論
エンジン

管理

⑦
AI

アプリ開発
⑧サービス

管理

⑤
AI学習
ジョブ
管理・

学習自動化

②
データ

収集・蓄積

⑥AI
アプリ
開発
管理

⑨モニタ
リング・
運用管理

全体
管理

AI開発・実行サイクルにおける各フェーズ毎に要件整理
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AI DevOps環境 要求仕様書の作成
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✓ AIの開発・運用、及び、AIサービス運用を実施する上で必要とな
る機能を検討、技術要素などを調査

✓ AIのライフサイクル管理に必須な機能とオプション機能を検討し、機
能要求一覧として公開

近日中にコンソーシアム会員内に公開予定。ご自由にご利用ください
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AI DevOps環境 要求仕様書の作成
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✓ AIの開発・運用、及び、AIサービス運用を実施する上で必要とな
る機能を検討、技術要素などを調査

✓ AIのライフサイクル管理に必須な機能とオプション機能を検討し、機
能要求一覧として公開

近日中にコンソーシアム会員内に公開予定。ご自由にご利用ください

なぜのその機能が必要かの解説資料がないと必要性が
わからない可能性がある・・

現在作成中



2020

今後の活動

• 残作業

• 「AI DevOps環境 要求仕様書」「AI DevOps環境 解説書」の公開

• 今後の展開

• ワーキンググループのあり方の再検討（ワーキンググループ → 技術部会）

• 全員参加型のワークはあまりない（専門的・技術的な部分が多く全員参加は難しい）

• ベストなモノはなく常に最新のトレンドへの追随、情報収集が必要

• その時の最新のナレッジを共有した方が利用者にとってはメリットがある。

• 対象範囲の再検討

• 実運用を考えるとAIのみならずデータ活用全般を加速させるためのプラットフォーム
のあるべき姿としての検討が必要（AIはデータ活用法の一部分）

状況を見ながらあり方を変えていきます。

AIの開発・実行環境、データ活用基盤に興味のある方は是非参加お願いします。
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